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山
を
眺
め
る
と
、ツ
ツ
ジ
の
ピ
ン
ク
と

山
の
緑
が
と
て
も
綺
麗
で
す
よ
。

▪
一
般
コ
ー
ス
と
岩
登
り
コ
ー
ス

　

さ
ら
に
登
っ
て
い
く
と
分
岐
点
が
あ

り
ま
す
。一
般
コ
ー
ス
と
岩
登
り
コ
ー

ス
で
す
。自
信
の
あ
る
方
は
岩
登
り

コ
ー
ス
を
楽
し
ん

で
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

手
や
足
、頭
を
使
っ

て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。そ
ん
な
に
難
し
く

な
い
の
で
初
心
者
で
も
登
れ
ま
す
よ
。

▪
恐
竜
の
背　
　

　

岩
登
り
コ
ー
ス
か
ら
登
る
と
、あ
っ

と
い
う
間
に
恐

竜
の
背
に
た
ど

り
着
き
ま
す
。

田
原
を
一
望
で

き
る
景
色
が
目

の
前
に
広
が
り

ま
す
。

　

一
般
コ
ー
ス

は
ぐ
る
っ
と
ま

わ
り
こ
ん
で
恐

▪
滝
頭
不
動

　

滝
頭
公
園
の
下

池
、上
池
を
通
り
、

奥
へ
進
ん
で
行
く

と
看
板
が
あ
り
、入

り
口
が
あ
り
ま
す
。

▪
懺ざ

ん
げ悔
岩

　

し
ば
ら
く
登
っ
て
い

く
と
懺
悔
岩
が
あ
り
ま

す
。と
て
も
見
晴
ら
し

が
良
い
で
す
！
懺
悔

岩
か
ら
少
し
先
に
行

く
と
、春
に
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
が
群
生
す
る
回

廊
に
出
ま
す
。こ
こ

か
ら
衣
笠
山
と
蔵
王

▪
服
装　

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
で
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

◉
靴
　
傾
斜
が
急
で
、岩
場
が
あ
る
滝
頭
へ
は

滑
り
に
く
い
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
で
。

◉
手
袋
　
岩
や
木
を
掴
む
こ
と
が
多
い
の
で

手
袋
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

◉
鞄
　
両
手
が
空
く
リ
ュ
ッ
ク
に
、飲
み
物

や
タ
オ
ル
、簡
単
に
食
べ
ら
れ
る
物
な
ど

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

竜
の
背
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。景
色
を

ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

▪
山
頂

　

山
頂
ま
で
は
ま
っ
す
ぐ
な
一
本

道
。自
然
が
残
さ
れ
て
い
な
が
ら
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。両
側
か
ら
木
々

が
包
み
込
む
よ
う
に
ト
ン
ネ
ル
に

な
っ
て
お
り
、所
々
か
ら
差
し
込
む

光
が
反
射
し
て
と
て
も
綺
麗
で
す
。

　

滝
頭
山
は
1
時
間
程
度
で
往
復
で
き
る

初
心
者
向
き
の
山
で
す
が
、季
節
ご
と
に

変
化
す
る
景
色
が
魅
力
的
。何
回
も
登
り

た
く
な
る
見
応
え
の
あ
る
山
で
す
。皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
出
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

た
は
ら
ア
ル
プ
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド

渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー・田
原
区
が

発
行
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、田
原

ア
ル
プ
ス
の
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
所

要
時
間
と
共
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
自
分
に
合
っ
た

コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
。

自分に合った
サイズの服で

広報サポーター
浪崎季代美

　

田
原
市
は
、
三
河
湾
国
定
公
園
、
渥
美
半
島
県
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た

美
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
年
配
の
方
ま
で
楽
し
め
る
滝
頭
山
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

リュック

トレッキング
シューズ

手袋

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

滝
頭
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
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▪
し
あ
わ
せ
の
鍵
、
販
売
開
始
！

　

伊
良
湖
地
区
の
活
性
化
を
目
的
に
活
動
し

て
い
る
伊
良
湖
岬
観
光
協
議
会
で
は
、
恋
人

の
聖
地
「
恋
路
ヶ
浜
」
で
現
在
か
け
ら
れ
て

い
る
「
願
い
の
か
な
う
鍵
」
の
ほ
か
に
、
新

た
に
「
し
あ
わ
せ
の
鍵
」
を
企
画
・
作
成
し

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。「
し
あ
わ
せ
の
鍵
」

は
、
四
つ
葉
の
模
様
と
幸
せ
の
鍵
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
木
製
の
プ
レ
ー
ト

と
鍵
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
10
月
29

日
（
水
）
か
ら
販
売
を
開
始
し
、
第
１
号
に

は
地
元
ト
マ
ト
農
家
の
粕
谷
夫
妻
が
幸
せ
を

願
っ
て
鍵
を
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
過
去
に
か
け
ら
れ
た
「
願

い
の
か
な
う
鍵
」

を
溶
か
し
て
皆

さ
ん
の
思
い
を

こ
め
た
ハ
ー
ト

型
の
プ
レ
ー
ト

の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
市
が
設
置

し
ま
し
た
。

▪
恋
人
の
聖
地
「
恋
路
ヶ
浜
」
で
結
婚
式

　

11
月
１
日
（
土
）、
恋
路
ヶ
浜
で
田
原
市

を
舞
台
に
し
た
テ
レ
ビ
の
お
見
合
い
番
組
で

知
り
合
っ
た
東
京
都
出
身
の
柴
田
峻し
ゅ
ん
ぺ
い
平
さ
ん

と
大
阪
府
出
身
の
志し

づ

か
寿
香
さ
ん
が
結
婚
式
を

挙
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
恋
人
の
聖
地
で
あ
る
恋
路
ヶ
浜

と
伊
良
湖
岬
灯
台
を
活
用
し
て
、
伊
良
湖
地

区
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
伊
良
湖
岬
観
光
協

議
会
が
企
画
提
案
し
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
家

族
や
友
人
、
地
域
の
人
な
ど
多
く
の
人
が
参

加
し
、
お
二
人
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
良
湖
港
緑
地
で
実
施
予
定
だ
っ

た
披
露
宴
を
急
き
ょ
、
渥
美
魚
市
場
で
行

い
、
田
原
産
の
バ
ラ
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
で
二
人
の
門
出
を
祝
福
し
ま

し
た
。

　

伊
良
湖
岬
観

光
協
議
会
で

は
、
今
後
も
、

結
婚
式
な
ど
伊

良
湖
地
区
を
盛

り
上
げ
る
企
画

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ

ひ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
伊
良
湖
岬
観
光
協
議
会
（
髙
橋
）

０
９
０-

２
９
４
８-

７
８
７
６

投
稿

伊
良
湖
岬
観
光
協
議
会

　クリスマスを彩る花として思い浮ぶポインセチアとシクラメン
は田原市で多く栽培されており全国でも有数の産地です。赤と緑
鮮やかな色がきれいなポインセチアですが、白やピンクのもの
や、バラのような形をしているものなどさまざまな品種が生産さ
れています。シクラメンは白や赤、紫など色も豊富で、フリンジ咲
きや八重咲きのものもあり、お好みの花が楽しめます。

　これらの花はクリスマスの需要に向けて１１月～１２月上旬にピークを迎え、全国に出荷されま
す。田原市で栽培された花が全国のクリスマスを盛り上げています。みなさんのご家庭でも田原
市で栽培されたポインセチアとシクラメンを飾って素敵なクリスマスを迎えてみませんか。

◉田原市から始まるクリスマス

7

▶農政課 ☎23局3517

12月の
ストック
（花／出荷時期：１１月～４月）

花持ちが良く、県内１位の
生産量、約７０万本出荷さ
れています。

花ことば
永遠の美しさ

シクラメン
（鉢花／出荷時期：９月～２月）

冬を彩る花で、県内２位の
生産量、約４０万鉢出荷さ
れています。

花ことば
内気、はにかみ

岬
プ
ロ
ジ
ェク
ト

　

恋
人
の
聖
地「
恋
路
ヶ
浜
」で
か
け
る
鍵
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地
域
の
話
題

田
原
中
部
校
区

～
い
に
し
え
の
文
化 

薫
る
ま
ち
～

古
く
か
ら
田
原
市
の
歴
史
・
文
化
・
経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
た

田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
、文
化
・
伝
統
の
継
承
を

担
う
団
体
に
つ
い
て
、お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

巴は

江こ
う

木き

遣や
り

保
存
会

　

木き

や遣
り
と
は
、木
を
や
り
渡
す
（
運
ぶ
）

と
い
う
意
味
で
、
重
い
木
や
石
を
大
勢
で

運
ぶ
際
、
息
を
合
わ
せ
る
た
め
に
う
た
っ

た
も
の
で
、
現
在
は
棟
上
げ
や
祝
儀
、
ま

た
は
祭
礼
な
ど
の
練
り
唄う
た

に
転
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

巴
江
町
内
会
の
有
志
が
中
心
と
な
り
、

１
９
９
７
年
に
同
好
会
が
発
足
。
現
在
は

会
員
数
60
名
で
、
40
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の

幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
が
、
巴
江
会
館

で
定
期
的
に
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

巴
江
木
遣
保
存
会
の
活
動
は
、
主
に
祭

礼
で
、
５
月
に
巴
江
神
社
高
徳
祭
、
10
月

に
市
民
館
ま
つ
り
、
２
月
に
巴
江
神
社
節

分
祭
、
ま
た
個
人
の
建
前
な
ど
で
披
露
し

て
い
ま
す
。

　

巴
江
木
遣
保
存
会
で
は
「
木
遣
り
の
文

化
の
保
存
・
伝
承
」
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、

会
員
相
互
の
親
睦
も
大
切
に
し
、
楽
し
み

な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

雅が

楽が
く

保
存
会

　

雅
楽
と
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
音
楽
が
５

世
紀
か
ら
８
世
紀
に
か
け
て
伝
来
し
、
日

本
古
来
の
音
楽
と
融
合
し
た
も
の
で
す
。

明
治
に
入
る
と
、
雅
楽
は
一
般
庶
民
も
親

し
め
る
音
楽
と
な
り
ま
し
た
。

　

巴
江
神
社
で
は
、
江
戸
時
代
、
田
原
藩

三
宅
家
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
雅
楽
保
存
会

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
会
員
（
伶れ

い
じ
ん人
）
12

名
で
活
動
し
て
お
り
、
毎
週
月
曜
日
午
後

７
時
30
分
か
ら
、
巴
江
神
社
社
務
所
に
て

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
場
と
し
て
は
、
巴
江
神
社
の
例

大
祭
、
高
徳
祭
、
熊
野
祭
、
歳
旦
祭
、
節

分
祭
、
慰
霊
祭
な
ど
、
神
事
の
祭
の
奏
楽
、

個
人
の
結
婚
式
な
ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

演
奏
し
て
い
る
楽
器
は
、
篳ひ
ち
り
き篥
・

龍り
ゅ
う
て
き
笛
・
笙し
ょ
う
の
三
管
に
、
打
ち
物
の
鞨か
っ
こ鼓
・

太
鼓
・
筝そ
う

（
琴
）
で
す
。
普
段
は
な
か
な

か
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
楽

器
に
よ
る
優
雅
な
調
べ
を
、
生
で
聴
い
て

み
る
の
は
い
か
が
で
す
か
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
、
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

雅
楽
保
存
会
で
は
、
会
員
を
幅
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
田
原
中
部
市
民
館
☎
23
局
０
０
３
０

伝
統
文
化
の
継
承

　

田
原
中
部
校
区
は
歴
史
・
文
化
・
伝
統

を
発
信
す
る
ま
ち
と
し
て
、
多
く
の
方
々

が
使
命
感
と
誇
り
を
も
ち
、
伝
統
文
化
の

継
承
を
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。
伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
新
し
く
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲唄
う た

をうたう木遣保存会 ▲演奏を行う雅楽保存会

田原中部校区

田原市役所
三河田原 神戸 豊島

やぐま台

杉山

老津

259

259

42

42

田原中部市民館

259

渥美支所

田原中部小
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子育て劇団ワラベウタ
地域も育つ！自分たちの子育て支援

育ち合う社会を意識した、コミュニティづくりを目的
とする任意団体として今年５月に設立しました。

　託児、出張保育、読み聞かせなどの子育て支援、親子向
けライブやワークショップの開催、子育てに関するさまざ
まな情報を配信する番組「おちゃっと」の制作、団体の畑
から採れた無農薬野菜を使ったお弁当やおやつ作りなどを
行っています。
　また、毎月２４、２５日には「サンタマーケット」を開
催し、使わなくなった用品を日常的に地域の方からご提供
いただき、サンタマーケット両日に希望者へ無料でお渡し
しています。
　主人公の数だけ物語があるならば、地域に住む私たちは
“アナタ物語”の劇団員です。子育て支援の窓から見える
世界を元気にしたい。「子育て劇団ワラベウタ」は、参加者が主役の任意団体です。個人、家族、企業、団体など、
いつでも誰でも参加できます。未来を意識した、育ち合う日常生活を送るための支援活動をしてみませんか。
お問い合わせ 　代表：星野 圭子 ☎ 0531-23-4334 kosodategekidan@gmail.com

                                                       http://kosodategekidan.jimdo.com/

市民活動紹介

日時：H27／1／17 土 14：00 ～ 16：00　
場所：田原市福祉センター 3 階　大会議室
定員：30 名（先着順）
参加料：300 円（資料代）
託児：子ども 1 人 300 円（12／26 金までにお申し込みください。）
申し込み：H27／1／10 土までに電話またはメールにて
　※メールの場合は、氏名、連絡先 [ 電話番号・メールアドレスなど ] を明記）

▶申し込み・お問い合わせ　女性会議ウィットＷＩＴ 090-3564-7737（加子） info@fpkako.com

ワークショップを通して“たまり場”づくり
「どう生きる？わくわく充実人生」　友がいて、“協奏”すれば大丈夫
　ちょっと手を休めて考えてみませんか。これからの生き方。まわりの
人との関係。地域の将来のこと。一人ひとりの「思い」を寄せて語り合
えば、わくわくすることがきっとあります。思わぬ情報も、明日を明る
くするチャンスも。それが揃うところが“たまり場”なのです。
　今回は「協奏」をキーワードに、事例発表と“たまり場”づくりのワー
クショップを行います。あなたの人生充実のヒントを見出しましょう。

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

第６回女性会議ウィットＷＩＴ講座イベント紹介

◦平成26年度市民協働まちづくり事業補助金採択事業

▲劇団員養成講座の様子

市民活動を応援するページ
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学校生活の
一コマを紹介

75

　　日本ではできない体験の連続、そして温かい交流

　９月25日（木）から10月２日（木）までの８日間、田原市内の
中学３年生10名と教職員３名が、田原市の友好都市であるア
メリカ合衆国インディアナ州ギブソン郡およびプリンスト
ン市を訪問しました。
　初日、プリンストン市役所で行われたホストファミリーと
の初顔合わせ。生徒たちは、緊張しながら自分の思いを伝え
ました。すると、ホストファミリーは笑顔で声をかけてくれ
るなど、温かく派遣団を迎えてくれました。
　ホスト生徒といっしょに行った学校は、施設のすべてが広
く大きくて、圧倒されていました。生徒たちは学校内を見て
回ったり、授業に参加したりしました。日本にはない、「映像」
や「ミュージカル」「農業」などの授業があり、楽しそうに参加
していました。インタビューを受ける生徒もいました。休み
時間に、折り紙で鶴を作ったところ、人が集まって来て、驚い
て見ていました。
　ホームステイ先では、広大な農園に行ったり、カーレース
に連れていってもらったり、さまざまな体験をしました。馬
に乗って、山に出かけた生徒もいました。
　２日目の夜には、ホストファミリーや先生とともに、
“c

ク ッ ク

ook-o
アウト

ut”（野外料理パーティー）をしました。その後は、学
校のアメリカンフットボールチームの試合を観戦。応援で、
チームリーディングのパフォーマンスにも参加しました。日
本では体験できないことばかりでした。
　別れの日、ホストファミリーからもらったお土産と忘れら
れない思い出を胸に、別れを惜しみながらバスに乗りまし
た。最終日は、ジョージア州アトランタ市に移動し、市内を観
光。キング牧師記念地区、大手飲料メーカーの本社などを見
学しました。

　生徒たちは、ホームステイ先や学校での体験を通し
て、異国の文化と人の温かさに触れ、大きな感動を得る
ことができました。この
体験で学んだことや感
じたことを学校で広め、
田原市の生徒がより国
際理解・国際交流に興味
を持つことを期待して
います。

中学生海外派遣（アメリカ　インディアナ州ギブソン郡・プリンストン市）

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、友好都市アメリカ・インディアナ州ギブソン郡およびプ
リンストン市を訪れた中学生海外派遣団の様子をご紹介します。

▲授業でインタビューを受けている様子

▲折り紙を折ると、生徒が集まりました

▲“cook-out”での記念撮影

▲キング牧師記念地区を見学しました
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
で
東
海
農
政
局

長
賞
を
受
賞
し
た
谷
ノ
口
総
合
整
備
促
進
協
議
会

の
皆
さ
ん
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、受
賞
を
報
告
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、農
産
物
の
直
売
所「
え
え
Ｚぞ

ん

Ｏ
Ｎ
Ｅ

マ
ー
ケ
ッ
ト
」の
運
営
や「
ほ
う
べ
の
森
」公
園
整
備
な

ど
の
地
域
づ
く
り
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

農
山
漁
村
振
興
で

東
海
農
政
局
長
賞
！

11
月
14
日［
金
］

　

糟
谷
磯
丸
翁
生
誕
２
５
０
年
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。主
催
は
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
、伊

良
湖
地
区
の
住
民
を
中
心
に
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、磯
丸
の
遺い
と
く徳
を
後
世
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

伊
良
湖
小
学
校
児
童
に
よ
る
磯
丸
学
習
の
映
像
上
映

や
、短
歌
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

時
代
を
超
え
て

愛
さ
れ
る
磯
丸

11
月
23
日［
祝
］

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪第5回全国少年少女チャレンジ創造コンテ
スト全国大会

　（東京都目黒区［11／29］）
【写真左から】前澤美

み

里
さと

さん（田原中部小４年）、
江川千

ち

春
はる

さん（同小６年）、前澤美
み

波
なみ

さん（同小６年）

▪第45回ジュニアオリンピック陸上
競技大会

　（神奈川県横浜市［10／31～11/2］）
【写真左から】前橋竣

しゅん

耶
や

くん（田原中３年）、
彦坂泰

たい

地
ち

くん（東部中１年）

▲「ここに住んでみたいと思える地域づくりをしたい」と意気込みを語った福井
　哲己会長（左から４人目）と関係者

▲短歌コンテストの各部門で入賞した皆さん
　※糟谷磯丸については、広報たはら10月1日号の特集をご覧ください。
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の
茎
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

な
ど
を
料
理
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、食

材
を
無
駄
な
く
使
用

す
る
調
理
法
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

▪
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ツ
ア
ー
２
０
１
４

　

10
月
19
日
、蔵
王
山
展
望
台
や
臨
海
エ

リ
ア
を
見
学
す
る
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。参
加
者
は
蔵
王

山
展
望
台
で
、た
は

ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
構
想
に
つ
い

て
学
び
、風
車
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
立
ち
並

ぶ
臨
海
エ
リ
ア
の
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
環
境
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
と
大

気
汚
染
防
止
推
進
月
間
で
す

　

冬
は
、一
年
で
最
も
空
気
が
汚
れ
や
す

い
季
節
で
す
。

　

ま
た
、地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸

化
炭
素
濃
度
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま

す
。小
さ
な
心
が
け
で
、地
球
温
暖
化
・
大

気
汚
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▪
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

　

10
月
４
日
、東
三
河
の
季
節
の
食
材
を

使
用
し
た
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、25
名
が
参
加
し
、秋
冬
野
菜
と

玄
米
の
み
そ
麹
ド
リ
ア
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

▪
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

キ
ャ
ッ
プ
を

外
し
て
水
洗
い

し
、つ
ぶ
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
キ
ャ
ッ
プ
は

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
類
」へ

▪
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類　

◉
間
違
っ
て
入
っ
て
い
る
も
の　

◦
Ｃ
Ｄ
本
体
、
ケ
ー
ス

　

ど
ち
ら
も
「
も
や
せ
る
ご
み
」
で
す
。

◦
紙
製
の
カ
ッ
プ
麺
の
容
器

　

容
器
に
紙

マ
ー
ク
が
書
か

れ
て
い
る
も
の

は
「
も
や
せ
る

ご
み
」
で
す
。

◦
海
苔
の
容
器

　

容
器
の
底
に
乾
燥
剤
が
入
っ
て

い
る
の
で
、
外
し
て
か
ら

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

類
」
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
乾
燥
剤
は

「
も
や
せ
る
ご

み
」
へ

▪
白
色
ト
レ
イ

◉
間
違
っ
て
入
っ
て
い
る
も
の　

◦
納
豆
の
容
器

　

容
器
に
上
の
り
が
付
い
て
い
る
た
め
、

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
」
で
す
。

◦
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

　
「
も
や
せ
な
い
ご
み
」
で
す
。　

　

出
し
方
が
間
違
っ
て
い
る
と
、
収
集
し

た
あ
と
選
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
妨
げ
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
確
認
す
る
な
ど
し
て
、
正
し
く

分
別
し
ま
し
ょ
う
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
６
６
５
人
・
事
業
所
１
０
０
カ
所（
11
月
末
現
在
）

❖
日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
取
り
組
み

◦
重
ね
着
な
ど
の
工
夫
で
暖
房
は
20
℃
を

目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
照
明
や
電
化
製
品
は
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ

チ
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

◦
こ
た
つ
な
ど
の
設
定
温
度
は
こ
ま
め
に

調
節
し
ま
し
ょ
う
。

◦
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
、
急
発
進
、

急
加
速
を
避
け
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

◦
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル・プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
・
白
色

ト
レ
イ
の
中
に
、出
し
方
が
間
違
っ
て
い

る
も
の
が
多
く
入
っ
て
い
ま
す
。今
回

は
、間
違
え
や
す
い
ご
み
を

紹
介
し
ま
す
。

103

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

28
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避
難
に
つ
い
て

しろ
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟
で
す
。

災
害
時
に
、
市
が
「
避
難
勧
告
」

や
「
避
難
指
示
」
な
ど
を
発
令
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
自
ら
の
身
を
守
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ら
の
意
味
や
違
い
を
事
前

に
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

         ▪避
難
行
動
と
は

　

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
行
動
で

す
。
避
難
場
所
へ
の
避
難
だ
け
で
な
く
、

家
屋
内
に
と
ど
ま
って
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
も
避
難
行
動
の
一
つ
で
す
。

◉
立
ち
退
き
避
難

　

避
難
場
所
や
高
い
建
物
な
ど
の
安
全

な
場
所
へ
移
動
す
る
避
難
行
動

◉
屋
内
安
全
確
保

　

建
物
内
の
安
全
な
場
所
で
退
避
す
る

安
全
確
保
行
動

▪
避
難
情
報
の
流
れ

①
避
難
準
備
情
報

　

避
難
行
動
に
支
援
が
必
要
な
方
や
、

時
間
を
要
す
る
方
は
避
難
行
動
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
以
外
の
方
は
、

家
族
な
ど
へ
の
連
絡
、
非
常
持
出
品

の
用
意
な
ど
避
難
の
準
備
を
開
始
し

て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
勧
告

　

安
全
の
た
め
、

早
め
の
避
難

行
動
を
勧
め
る
も
の
で
す
。

③
避
難
指
示

　

被
害
の
危
険
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

速
や
か
に
避
難
行
動
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。
津
波
災
害
は
、
一
刻
も
早
い

避
難
が
必
要
な
た
め
、
基
本
的
に
は

「
避
難
指
示
」
の
み
を
発
令
し
ま
す
。

▪
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
気
象
情
報
や
、

市
が
発
令
す
る
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報

の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▪
避
難
勧
告
等
の
伝
達
手
段

　

防
災
行
政
無
線
、
安
心
・
安
全
ほ
っ

と
メ
ー
ル
、
広
報
車
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
避
難
所
に
避
難
す
る
場
合
は
、
非
常

持
出
袋
を
持
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

vol.4
▶街づくり推進課 ☎23局3535

◉「四季をあらわす身近な景観」
　寒い日が続いていますね。今年ももうあとわずかとなり
ました。今回は、四季を感じさせる身近な田原市の景
観について、ご紹介します。
　12月といえば、クリス
マスですね。先月の初め、
田原市の中心部で巨大
ツリーとLED 照明の電
飾照明が点灯しました。
この季節ならではの景観は、幻想的な空間を演出して
います。最近では、中心部の冬の風物詩になっていま
すね。
　今年は、駅前の道が開通し、はなとき通りから駅前
までのイルミネーションがつながったため、いつもと違っ
た雰囲気を見ることができます。

　このイルミネーション、もともと中心市街地の賑わいを
創出する目的で行われている事業で、地元商店主らに
より組織された、まちなか賑わいづくり実行委員会や田
原旭町通り商店街協同組合などが企画・運営を行っ
ています。地域の皆さんが協力しあって、今の景観が
作られているんですね。
　今ある景観を保全することも大切ですが、今の雰囲
気にあった新しい景観をつくることも大切です。
　組織をつくって新しい景観をつくるにはたくさんの人
の協力や費用を必要とします。一人ひとりが身の回りを
意識し、少しでも協力することが、景観まちづくりの第
一歩になります。
　皆さんも景観まちづくりに取り組みましょう。
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▼
募
集
人
員
＝
７
名
程
度　

▼
対
象
＝
健

康
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
平
成
27
年
２
月

１
日
（
日
）
～
３
月
15
日
（
日
）　

▼
勤

務
場
所
＝
渥
美
郷
土
資
料
館　

▼
勤
務
内

容
＝
展
示
室
監
視
ほ
か　

▼
勤
務
形
態
＝

午
前
９
時
～
午
後
１
時
と
午
後
１
時
～
５

時
（
交
替
勤
務
）
／
月
曜
日
を
除
く　

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法

＝
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、書
類
選
考
後
、

面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
平
成
27
年
１
月
10
日（
土
）

ま
で
に
田
原
市
博
物
館
に
あ
る
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接
提
出
（
郵

送
不
可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

有
料
バ
ナ
ー
広
告

　

　

田
原
市
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
有
料
バ

ナ
ー
広
告
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
広
告
事
業
の
ご
案
内
」

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
広
報
秘
書
課

☎ 

22 

局
０
１
３
８

23
局
１
６
９
１

http://www.city.tahara.aichi.jp/city/ad/
生
活

LIFE

胃
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
受
診
は
１
月
末
ま
で

　

が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切

で
す
。
今
、元
気
な
あ
な
た
だ
か
ら
こ
そ
、

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
＝
平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）
ま

で　

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関
も
し

く
は
検
診
車
（
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
豊

橋
市
内
指
定
医
療
機
関
も
可
能
）　

▼
持

ち
物
＝
受
診
券
（
５
月
中
旬
に
郵
送
済
）

▼
費
用
＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
受
診
券
を

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）☎
23
局
３
５
１
５

▼
健
康
課（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海

に
戻
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め

の
施
設
で
す
。

▪
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ
接
続
を

　
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続
に
ご
協
力
く

　
だ
さ
い
。

　

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、

故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▪
水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

　
以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に

取
り
組
む
冬
の
運
動

 

　

イ
ベ
ン
ト
の
多
い
年
末
年
始
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
解
放

感
か
ら
青
少
年
が

有
害
な
環
境
に
接

す
る
機
会
が
多
く

な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

青
少
年
の
非

行
・
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
域
、
家
庭
、

学
校
が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全
な

育
成
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
「
非
行
の
芽　

は
や
め

に
つ
も
う　

み
な
我
が
子
」　

▼
期
間
＝
12

月
20
日（
土
）～
平
成
27
年
１
月
10
日（
土
）　

▼
実
施
事
項
＝
パ
ト
ロ
ー
ル
、啓
発
活
動
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
適
切
利
用
の
推
進
ほ
か

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
を

臨
時
休
業
し
ま
す

　

渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
計

量
機
取
替
工
事
の
た
め
、
次
の
日
程
で
臨

時
休
業
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
臨
時
休
業
日

　

平
成
27
年
１
月
20
日（
火
）～
22
日（
木
）

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
３
２
２

募
集

W
A
N
TED

田
原
市
臨
時
職
員

（
渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展
監
視
員
）

ここにバナーが張られます。
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医
療
費
の
助
成
制
度

　

田
原
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
助
成

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
、
後
期

高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

◦
対
象

【
障
害
者
】
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
、
じ

ん
臓
機
能
障
害
４
級
、
進
行
性
筋
委
縮

症
４
～
６
級
の
方
②
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ

判
定
の
方
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
・
２
級
④
自
閉
症
状
群
（
診
断
書

が
必
要
）

【
ひ
と
り
暮
ら
し
】
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
①
単
身
で
生
活
を
営
ん
で
お

り
、
同
一
敷
地
内
に
親
族
が
住
ん
で
い

な
い
方
②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
方

③
親
族
か
ら
金
銭
的
援
助
を
受
け
て
い

な
い
方
④
親
族
の
税
の
扶
養
親
族
に

入
っ
て
い
な
い
方

【
ね
た
き
り
・
認
知
症
】
介
護
保
険
の
要

介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て
い

て
３
か
月
以
上
要
介
護
状
態
が
継
続
し

て
い
る
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

▪
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
、
父

母
の
前
年
の
所
得
が
表
の
所
得
制
限
額
以

下
の
方
に
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象

　

①
母
子
家
庭
（
父
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
家
庭
を
含
む
）
の
母
お
よ
び
児
童
②

父
子
家
庭
（
母
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

家
庭
を
含
む
）
の
父
お
よ
び
児
童
③
父

母
の
い
な
い
児
童

※
い
ず
れ
も
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
日
の

属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で

▪
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成

◦
対
象

【
A
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
】

①
精
神
障
害
と
診
断
さ
れ
、
自
立
支
援

医
療
（
精
神
通
院
）
を
受
け
て
い
る
方

②
精
神
障
害
と
診
断
さ
れ
、
入
院
し
て

い
る
方
（
措
置
入
院
の
方
は
除
く
）

【
B
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

を
お
持
ち
の
方
】

◦
助
成
額

A
の
方

　

医
療
保
険
に
お
け
る
精
神
障
害
治
療
に

必
要
な
通
院
医
療
費
の
自
己
負
担
額
全
額

と
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
半
額

B
の
方

　

医
療
保
険
に
お
け
る
自
己
負
担
額
の
全

額◦
田
原
市
で
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
所

持
者
の
医
療
保
険
に
お
け
る
全
疾
患
の
自

己
負
担
額
全
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

小
児
救
急
電
話
相
談
＃
８
０
０
０

 

　

夜
間
に
子
ど
も
の
急
病
で
困
っ
た
と

き
、看
護
師
（
難
し
い
事
例
は
小
児
科
医
）

に
よ
る
電
話
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
日
＝
毎
日　

▼
受
付
時
間
＝
午
後

７
時
～
11
時

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

時
間
外
電
話
相
談

育
児
も
し
も
し
キ
ャ
ッ
チ

 

　

市
役
所
閉
庁
後
、
育
児
相
談
、
母
と
子

の
健
康
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
専
門
相
談

員
に
よ
る
電
話
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
日
＝
火
～
土
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）　

▼
受
付
時
間
＝
午
後
５

時
～
９
時

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

■母子家庭等医療費助成の
　所得制限額
扶養親族数 所得制限額

0人 192万円

1人 230万円

2人 268万円

3人 306万円

4人目以降の
加算額 38万円

＃
８
０
０
０（
短
縮
番
号
）ま
た
は

☎（
０
５
２
）９
６
２
局
９
９
０
０

育
児
も
し
も
し
キ
ャ
ッ
チ

☎（
０
５
６
２
）43
局
０
５
５
５

【
あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
】
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其の

3

　

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
１
月
１
日
、

田
原
町
・
神
戸
村
・
野
田
村
の
３
町
村
が

合
併
し
て
、
新
田
原
町
が
誕
生
。
同
年
４

月
１
日
に
は
杉
山
村
の
六
連
地
区
が
田
原

町
に
編
入
合
併
さ
れ
、
新
田
原
町
の
面
積

は
78
・
35
㎢
、
人
口
２
万
８
１
０
１
人
、

戸
数
４
９
７
２
戸
（
い
ず
れ
も
「
合
併
申

請
書
」
の
数
値
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
田
原
町
建

設
計
画
」
で
は
、
新
町
建
設
の
基
本
方
針

を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。（
原
文

を
基
に
一
部
表
記
を
改
め
ま
し
た
。）

　「
田
原
町
は
気
候
温
暖
な
自
治
体
で
あ

り
、
東
京
、
大
阪
、
神
戸
、
名
古
屋
等
大

都
市
に
対
す
る
輸
送
園
芸
お
よ
び
農
産
製

品
の
供
給
源
と
し
て
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
さ
ら
に
強
化
確
立
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ら
を
基
盤
と
し
て
の
総
合

開
発
を
行
う
た

め
、
全
面
的
に

土
地
改
良
を
促

進
す
る
と
共

に
、
特
色
あ
る

農
業
形
態
を
活い

か
し
多
角
的
農

業
経
営
を
は
か

り
そ
の
発
展
を

図
る
。
こ
の
方

針
と
相
ま
っ
て

現
在
着
工
中
の

隧ず
い
ど
う道
（
白
谷
ト

ン
ネ
ル
）
完
成

に
伴
い
、
将
来

港
湾
を
開
発
し

産
業
製
品
の
輸

送
を
計
る
と
共

に
港
を
利
用
す

る
近
代
産
業
の

発
展
と
、
工
場

誘
致
を
は
か
り

商
工
業
の
振
興
を
期
し
、
内
外
漁
業
の
生

産
を
高
め
、
農
漁
一
体
の
興
隆
方
針
を
樹

立
す
る
。又ま

た

、本
邦
屈
指
の
考
古
学
的
資
料
、

渡
辺
崋
山
を
中
心
と
す
る
史
跡
、
幾
多
の

景
勝
地
等
多
面
に
わ
た
る
資
源
を
更
に
活い

か
し
観
光
の
開
発
を
行
う
も
の
と
す
る
」

昭
和
30
年
ご
ろ
の
田
原
町
と

合
併
時
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

上
の
田
原
町
略
図
は
、
合
併
後
の
昭

和
33
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
町
勢
要
覧

１
９
５
８
』
の
冒
頭
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
合
併
前
の
町
村
境
が
点
線
で
表
示
さ

れ
、
田
原
、
神
戸
、
野
田
、
六
連
と
大
き

く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
三
河
湾（
渥
美
湾
）

側
の
埋
立
造
成
地
は
ま
だ
み
ら
れ
ず
、
砂

州
が
長
く
海
上
に
突
き
出
し
て
い
ま
す
。

道
路
事
情
や
小
中
学
校
の
状
況
も
現
在
と

は
違
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
昭
和
の
合
併
を
起
点
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
、
豊
川
用
水
の
通

水
と
土
地
改
良
、
臨
海
部
の
造
成
と
企
業

誘
致
な
ど
の
転
機
を
経
て
、
こ
の
地
域
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

（
執
筆
委
員
・
安
井
俊
則
）

【
表
紙
の
写
真
】椿
の
花（
つ
ば
き
公
園
）

▼
今
年
も
あ
と
２
週
間
、時

間
だ
け
が
せ
わ
な
し
な
く

過
ぎ
て
い
き
ま
す
。少
し
気

分
転
換
を
し
よ
う
と
、普
段
は
横
を

通
り
過
ぎ
る
公
園
の
中
へ
入
り
ま
し

た
。す
る
と
、冬
の
寒
空
に
向
か
っ
て

咲
く
鮮
や
か
な
色
の
花
が
。力
強
く

も
気
品
あ
る
そ
の
姿
に
す
っ
か
り
見

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。来
年
も
身

近
な
場
所
で
の「
癒
し
」を
見
つ
け
た

い
も
の
で
す
。（
Ｈ
）

本誌は再生紙を使用しています。
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